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定例会定例会
12月12月

20252025

か いれ いて い

補正予算、和解 案の受け入れ、

令
和
７
年
12
月
定
例
会
が
︑

11
月
28
日
か
ら
12
月
９
日
ま
で

の
12
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
︑

一
般
会
計
補
正
予
算
︑
特
別
会

計
補
正
予
算
︑
事
業
会
計
補
正

予
算
︑
条
例
の
制
定
︑
損
害
賠

償
請
求
事
件
の
和
解
︑
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て
上
程
さ

れ
ま
し
た
︒

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

新たな 指定管理者が決定！

消防救急デジタル無線の契約に際し、談

合を行っていた株式会社富士通ゼネラルに

対して、市が損害賠償請求を行っていたこ

とについて、東京地方裁判所から示された

「解決金960万円」とする和解案を受ける

こととした。

960万円和解案の受け入れ

補正予算の一覧

区 分 補 正 額 累計年間予算

一般会計（第７号） 2億4,890万円 190億86万9千円

一般会計（第８号） 1,118万2千円 190億1,205万1千円

国民健康保険（事業勘定）（第２号） 3,473万2千円 19億1,119万8千円

国民健康保険（中央診療所施設勘定）（第２号） 943万2千円 4億1,797万9千円

国民健康保険（中央診療所施設勘定）（第３号） 646万2千円 4億2,444万1千円

介護保険（第２号） 268万4千円 19億9,240万3千円

後期高齢者医療保険（第２号） 4,062万6千円 3億775万6千円

簡易水道事業（第２号） 1,500万円 2億4,740万3千円

農業集落排水事業（第１号） 590万円 5,985万円

令和７年６月からの高温少雨による被害の軽減および拡

大の防止、並びに農業者の生産活動の維持確保を図るため、

補助金を交付。

840万円高温少雨対策事業費補助金

4,000万円社会資本整備総合交付金事業

国の追加補正に伴い、市道丹生玉野線と市道Ⅲ-138号線

の舗装補修工事を実施する。

主な

補正事業

議第47号 令和７年度尾花沢市一般会計補正予算（第７号）

可決
（全会一致）

議第48号 令和７年度尾花沢市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

議第49号 令和７年度尾花沢市介護保険特別会計補正予算（第２号）

議第50号 令和７年度尾花沢市後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第２号）

議第51号 令和７年度尾花沢市簡易水道事業会計補正予算（第２号）

議第52号 令和７年度尾花沢市農業集落排水事業会計補正予算（第１号）

議第53号
尾花沢市職員の定年等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

議第54号 尾花沢市保育所設置条例の一部を改正する条例の制定について

議第55号 尾花沢市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について

議第56号 和解について

議第57号 令和７年度尾花沢市一般会計補正予算（第８号）

議第58号 令和７年度尾花沢市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

議第59号
尾花沢市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

議第60号
尾花沢市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

議第61号
尾花沢堆肥センターの指定管理者の指定について
【有限会社 スカイバイオテックス（R８.４.１〜 R13.３.31）】

議第62号
尾花沢市運動公園体育施設の指定管理者の指定について
【NPO法人 尾花沢総合スポーツクラブ（R８.４.１〜R13.３.31）】

議第63号
尾花沢市徳良湖周辺施設等の指定管理者の指定について
【株式会社 ライズ（R８.４.１〜 R11.３.31）】

議第64号
尾花沢市徳良湖温泉「花笠の湯」の指定管理者の指定について
【株式会社 尾花沢市ふるさと振興公社（R８.４.１〜R11.３.31）】

提出議案
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副委員長 青野 隆一

肺炎球菌の手続き書類

請 願

ペット用の火葬施設を設置すること。
代表請願者 曹洞宗山形県第一宗務所第十六教区護持会 会長 尾﨑 一成
紹 介 議 員 星川 薫、青野 隆一

請願の内容

現在のペットは家族であり、その家族同様の死は、「ペットロス」という長期
にわたる心の不安定感を伴ってしまうとも言われている。近年「ペットを埋葬・
供養したい」という方が増えてきたが、本市においてはペット用の火葬施設がな
く、遠方の出張火葬ため費用負担も大きい状況である。
他の自治体においては、小動物専用炉を設置し対応しているところも多くなっ

てきた。
本市においてもペット用の火葬施設を設置するよう請願するもの。

産業厚生常任委員会 討議
｢今のペットは家族同様。亡くなった際には懇

ねんご

ろに葬ってあげたいという願意は妥当である。」
一方で｢やり方として、広域で連携して行うような方法の検討も必要ではないか」｢実際、設置

するとなると、どのくらい費用がかかるのか調査が必要」などの意見が出された。
委員の意見の一致を見るに至らず、本定例会で結論を出すべきか、継続審議とするか採決する

に至った。その結果、可否同数となったため、委員長により結論を出すことに決した。採決の結
果、本委員会においては、賛成多数で「採択」することに決した。

本会議において反対討論(安井一義議員)が出され､その結果、(賛成10 反対２)で本請願は採択された。

採
択

賛否状況（○…賛成、×…反対）
青野隆一 伊藤 浩 鈴木由美子 土屋範晃 鈴木 清 大類好彦 菅藤昌己 畑中和恵 髙橋隆雄 安井一義 菅野喜昭 和田 哲 星川 薫 菅野修一

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 欠 × ○ ○ ○ 議長

令和７年 請願第３号

菅

野

喜

昭

① 徳良湖周辺整備マスタープラン
オートキャンプ場

２ 徳良湖周辺整備マスタープラン
周辺のトイレ整備

菅

藤

昌

己

① 本町の住所表示の変更

２ 農地の売買及び貸し借り

３ 防犯対策

４ 家庭保育応援事業

安

井

一

義

① 地域計画策定後の動向は

２ 高齢者などへの対策

鈴
木
由
美
子

１ 玉野地区のコミュニティー
維持と二ッ森山「雲海」の
アピールを

② ｢雪降り和牛｣の海外輸出
３ クマ被害対策

青

野

隆

一

① 小中一校統合

２ 自治会活動の活性化

３ 今後の市立保育園の運営

土

屋

範

晃

① 地域おこし協力隊

鈴

木

清

① 総力戦のクマ対策
２ ＡＩデマンド「のらっしゃ

い」の実証運行は
３ 妊婦のために「緊急時タク

シー利用券」を

※青文字タイトルが掲載

質問議員が責任を持って
原稿を作成しています。
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青野 隆一 議員

問
今
年
度
で
廃
校
と
な

る
福
中
に
、
地
区
公
民
館

を
移
設
し
、
集
落
支
援
員

を
複
数
配
置
し
て
は
ど
う
か
。

答
地
区
公
民
館
の
移
設

は
考
え
て
い
な
い
が
、
閉

校
後
の
活
用
は
時
間
も
費

用
も
か
か
る
た
め
、
地
域

問
福
中
の
利
活
用
を
ど
う
す
る
？

福
中
の
利
活
用
を
ど
う
す
る
？

の
意
向
を
聞
い
て
検
討
し

た
い
。
集
落
支
援
員
の
配

置
に
つ
い
て
は
、
尾
花
沢

に
合
っ
た
導
入
を
考
え
た
い
。

問
地
域
の
中
心
的
な
役

割
を
担
う
た
め
に
は
、
地

区
公
民
館
よ
り
も
集
落
支

援
員
を
配
置
し
て
、
廃
校

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
化
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。

答
さ
ま
ざ
ま
な
課
と
の

調
整
が
必
要
な
た
め
、
今
後

研
究
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
福
中
は
、
野
黒
沢
と

芦
沢
地
区
の
指
定
避
難
所

と
な
っ
て
い
る
が
ど
う
す

る
の
か
。

答
別
の
場
所
へ
の
変
更

や
分
散
す
る
こ
と
も
視
野

に
入
れ
て
考
え
た
い
。

問
宮
沢
地
区
と
の
意
見

交
換
会
で
、
地
域
で
学
校

の
利
活
用
を
考
え
ろ
と
い

う
が
、
行
政
と
し
て
の
た

た
き
台
を
示
す
よ
う
要
望

さ
れ
た
が
い
か
が
か
。

答
す
べ
て
を
行
政
で
管

理
運
営
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
地
域
の
に
ぎ
わ
い
や

高
齢
者
の
住
む
場
所
な
ど

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。

答
地
域
の
意
向
を
聞
き
検
討
す
る

地
域
の
意
向
を
聞
き
検
討
す
る

検討や研究ばっ
かりで全然進ん
でいない！

昨年の卒業式

鈴木由美子 議員

問
訪
日
客
が
増
加
の
中
、

日
本
の
台
湾
向
け
牛
肉
輸

出
量
が
２
０
２
４
年
２
千

96
ｔ
。
２
０
１
９
年
633
ｔ

の
３
倍
近
く
に
な
っ
て
い
る
。

令
和
７
年
５
月
22
日
に

台
湾
向
け
牛
肉
の
月
齢
制

限
が
撤
廃
さ
れ
た
こ
と
や

円
安
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か

し
、
輸
出
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

問 ｢雪降り和牛｣輸出を｢雪降り和牛｣輸出を

し
て
は
。

答
出
荷
先
の
山
形
県
総
合

食
肉
セ
ン
タ
ー
は
、
台
湾
と

タ
イ
へ
の
輸
出
基
準
を
満
た

し
た
施
設
と
認
識
。
尾
花
沢

牛
振
興
協
議
会
や
尾
花
沢
牛

指
定
取
扱
店
の
卸
業
者
等
と

連
携
。
ブ
ラ
ン
ド
価
値
向
上

の
た
め
、
GI
制
度
（
地
理
的

表
示
保
護
制
度
）
の
登
録
、

牛
肉
加
工
品
や
ア
ル
・
ケ
ッ

チ
ャ
ー
ノ
奥
田
シ
ェ
フ
考
案

の
料
理
も
フ
ル
活
用
し
た
い
。

問
GI
制
度
登
録
へ
の
進
捗

状
況
と
登
録
完
了
時
期
は
。

答
今
年
12
月
に
協
議
会

を
経
て
農
林
水
産
省
へ
申

請
書
を
提
出
予
定
。
国
の

内
部
審
査
を
踏
ま
え
登
録

完
了
ま
で
１
年
位
か
か
る
。

問
１
年
も
か
け
て
い
れ

ば
様
々
な
情
勢
が
変
化
す

る
。
今
す
ぐ
出
来
る
こ
と

は
何
か
。

答
首
都
圏
中
心
に
販
路

拡
大
や
消
費
拡
大
を
目
指

す
。

答 戦略を検討していく戦略を検討していく

動画はこちら

「総称 山形牛」
の約４割を占める
尾花沢牛！

土屋 範晃 議員

問
本
市
の
協
力
隊
員
の

募
集
情
報
は
、
文
字
の
箇

条
書
き
の
み
で
あ
る
。
他

自
治
体
で
は
、
任
期
中
の

活
動
内
容
が
明
確
に
記
さ

れ
、
写
真
や
住
居
情
報
、

支
援
策
な
ど
も
確
認
で
き

る
。
さ
ら
に
、
活
動
イ
メ

ー
ジ
の
乖
離
を
防
ぐ
た
め

の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
や
Ｑ

＆
Ａ
を
公
表
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

予
算
を
か
け
ず
に
、
手
間

と
工
夫
で
す
ぐ
に
実
施
で

き
る
と
考
え
る
が
取
り
組

ん
で
は
い
か
が
か
？

答
今
後
は
応
募
者
の
目

線
に
立
っ
て
内
容
を
明
確

に
し
、
写
真
な
ど
を
加
え

問
協
力
隊
で
尾
花
沢
市
を
元
気
に

協
力
隊
で
尾
花
沢
市
を
元
気
に

な
が
ら
強
化
し
て
い
く
。

ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

や
Ｑ
＆
Ａ
の
作
成
に
つ
い

て
も
新
た
に
検
討
す
る
。

問
現
在
、
本
市
の
隊
員

は
２
名
で
あ
り
、
10
人
以

上
の
隊
員
が
活
動
す
る
自

答
明
確
な
情
報
発
信
で
呼
び
込
む

明
確
な
情
報
発
信
で
呼
び
込
む

鈴木 清 議員

問
全
国
的
に
も
ク
マ
の

目
撃
数
・
人
的
被
害
が
過

去
最
多
と
な
っ
て
お
り
、

災
害
級
の
対
応
と
総
力
戦

の
対
策
が
必
要
と
思
わ
れ

る
た
め
以
下
質
問
し
た
い
。

①
ク
マ
の
目
撃
数
、
県
内

の
推
定
数
は
。
緊
急
銃
猟

緊
急
の
体
制
は
で
き
て
い

る
か
。
②
自
治
体
職
員

｢ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
」

問 総力戦のクマ被害対策を総力戦のクマ被害対策を

を
ど
う
考
え
る
か
。
③
児

童
生
徒
へ
の
ク
マ
対
応
の

啓
発
と
教
育
を
。
④
下
校

の
安
全
確
保
は
。
⑤
猟
友

会
の
皆
様
へ
の
報
酬
は
適

切
か
。

答
①
目
撃
件
数
は
、
昨

年
の
８
倍
の
２
千
604
件
。

生
息
数
は
２
千
300
頭
と
推

定
。
市
民
の
安
全
確
保
を

最
重
要
課
題
と
し
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど
緊
急

銃
猟
体
制
整
備
を
進
め
て

い
る
。
②
国
の
政
策
シ
ス

テ
ム
が
ま
だ
で
き
て
い
な

い
た
め
、
狩
猟
免
許
を
所

持
す
る
専
門
員
が
現
実
的

と
考
え
て
い
る
。
③
尾
花

沢
中
学
校
で
研
修
会
を
行

っ
た
。
各
学
校
の
要
望
に

応
え
た
い
。
④
保
護
者
の

送
迎
で
対
応
し
て
い
る
が
、

ス
ク
ー
ル
タ
ク
シ
ー
は
考

え
て
い
な
い
。
⑤
猟
友
会

へ
の
処
遇
改
善
は
、
ご
意

見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
改

善
を
図
り
た
い
。

答 市民の安全が最重要課題市民の安全が最重要課題

人とクマの棲み分
け、生物多様性息
づく森づくりを マタギのクマの解体

伸びしろ大。よ
そに負けない隊
員確保策を！
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治
体
も
多
い
中
、
県
内
で

２
番
目
に
少
な
い
。
全
国

的
な
隊
員
の
進
路
の
傾
向

を
見
る
と
、
起
業
の
ほ
か
、

地
域
で
活
躍
す
る
集
落
支

援
員
へ
の
就
労
や
就
農
者

も
多
い
。
こ
う
し
た
動
向

を
踏
ま
え
て
、
新
た
な
募

集
を
行
っ
て
は
い
か
が

か
？

答
今
後
検
討
し
た
い
。激化する隊員確保の自治体間競争



動画はこちら

動画はこちら

動画はこちら

菅藤 昌己 議員

問
本
町
の
住
居
表
示
の

変
更
が
平
成
９
年
に
行
わ

れ
て
か
ら
28
年
に
な
る
。

都
市
計
画
地
域
に
残
さ
れ

た
、
中
新
田
地
域
、
下
新

田
地
域
、
荒
楯
地
域
な
ど

大
字
尾
花
沢
名
が
つ
い
て

お
り
、
し
か
も
４
桁
番
地

と
な
っ
て
い
る
。
流
通
、

配
達
な
ど
で
分
か
り
に
く

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
荒

楯
地
域
に
は
、
住
宅
団
地

も
増
え
て
お
り
、
小
学
校

建
設
も
行
わ
れ
る
。
本
町

の
大
字
尾
花
沢
４
桁
地
番

の
住
居
表
示
を
変
更
実
施

し
て
は
い
か
が
か
。

答
中
新
田
地
域
、
下
新

田
地
域
、
荒
楯
地
域
な
ど

問

は
、
市
街
地
状
況
や
人
口

密
度
を
踏
ま
え
、
住
居
表

示
変
更
に
な
ら
な
か
っ
た
。

本
町
の
４
桁
地
番
の
住
居

表
示
変
更
は
、
郵
便
や
宅

配
業
者
の
負
担
が
減
る
も

の
と
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

一
方
で
、
住
居
表
示
変
更

に
伴
い
、
行
政
の
事
務
に

加
え
、
住
民
の
方
に
も
手

続
き
と
負
担
が
発
生
す
る
。

今
後
、
ま
ち
づ
く
り
の
計

画
の
他
、
地
域
住
民
の
利

便
性
向
上
と
負
担
バ
ラ
ン

ス
を
適
切
に
判
断
し
て
い

く
。

答

職場、学校、団体、
組織、家々 でもすべ
てにおいて後継者づ
くりを真剣に‼

菅野 喜昭 議員

問
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
と
キ
ャ
ン
プ
場
フ
リ
ー

サ
イ
ト
と
の
間
に
空
き
地

が
あ
る
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
を
設
置
す
る
考
え
を
耳

に
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、

今
後
ど
の
様
に
利
用
す
る

予
定
で
い
る
の
か
。

答
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

を
含
め
た
徳
良
湖
周
辺
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
徳
良

問 オートキャンプ場の拡張は？オートキャンプ場の拡張は？

湖
周
辺
整
備
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
基
づ
い
て
実
施
し

て
お
り
、
令
和
７
年
度
は

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
け

る
中
期
計
画
期
間
の
最
終

年
度
で
あ
り
、
緑
地
広
場

整
備
に
つ
い
て
も
今
年
度

終
了
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員
が
認
識
し
て
い
る

空
き
地
に
つ
い
て
は
、
計

画
当
初
は
民
有
地
で
あ
り
、

購
入
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
は
、
隣
地
に
あ
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
と
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
の
拡
張
の
候

補
地
の
一
つ
と
し
て
記
載

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、

平
成
30
年
度
に
市
で
購
入

し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

今
般
の
質
問
に
あ
る
市

で
購
入
し
た
当
該
用
地
は
、

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
と
道

を
挟
ん
だ
隔
地
で
あ
る
た

め
、
そ
の
道
を
ど
う
す
る

か
を
整
理
し
な
が
ら
、
オ

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
側
へ
の

活
用
の
可
能
性
も
十
分
に

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答 可能性は十分にあると考える可能性は十分にあると考える

黒字を増やす経営
改善目指し頑張れ

安井 一義 議員

問
地
域
計
画
が
策
定
さ

れ
目
標
年
度
も
令
和
16
年

と
な
り
計
画
実
施
と
な
っ

た
。
策
定
後
の
動
向
に
つ

い
て
５
地
区
で
の
特
徴
な

ど
考
慮
さ
れ
た
の
か
。
い

ず
れ
も
担
い
手
の
育
成
・

確
保
は
ど
の
よ
う
に
進
め

る
の
か
。

答
｢地
域
計
画
推
進
連

絡
会
議
」
で
具
体
的
な
工

程
に
基
づ
き
地
域
ご
と
の

事
情
に
考
慮
し
た
話
し
合

い
を
開
催
し
来
年
３
月
に

更
新
さ
れ
た
計
画
を
公
告

予
定
。
各
地
区
の
特
徴
に

つ
い
て
は
、
抱
え
る
課
題

や
解
決
策
に
共
通
点
が
多

い
と
捉
え
て
い
る
。
見
直

問
地
域
計
画
策
定
後
の
動
向
は

地
域
計
画
策
定
後
の
動
向
は

し
の
話
し
合
い
を
通
じ
て

各
地
区
の
特
徴
を
捉
え
進

め
て
い
く
。
親
元
就
農
の

伴
走
支
援
な
ど
即
効
性
の

あ
る
後
継
者
育
成
を
図
り
、

さ
ら
に
法
人
経
営
へ
と
経

営
判
断
さ
れ
る
こ
と
で
農

業
経
営
の
体
力
強
化
や
農

地
の
集
約
化
な
ど
け
ん
引

さ
れ
た
実
例
も
あ
り
積
極

的
な
サ
ポ
ー
ト
を
進
め
、

組
織
的
な
営
農
活
動
を
支

援
す
る
。

答
来
年
３
月
に
公
告
予
定

来
年
３
月
に
公
告
予
定

尾花沢市の地域計画ホームページ

農業担い手の育成・
確保が最優先だ！
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初
め
て
の
傍
聴
で
、
市
民
の
意
見

を
い
ろ
ん
な
方
向
か
ら
話
し
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

普
段
、
ふ
れ
る
事
の
な
い
問
題
を

聞
く
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

福
中
に
対
し
て
今
後
、
有
効
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
せ
つ
に
願
っ
て
お
り
ま

す
。

傍聴された方の人数
日 付 人数

12月１日 １人

12月２日 ４人

12月４日 26人

12月５日 15人

合 計 46人

の
声

傍
聴
者

グラウンドゴルフ場東側の空き地

尾花沢の農業を振興していくための今後10年の
地域計画に向け各地域の色分けされた地図

今
ま
さ
に
身
近
な
問
題
に
対
し
て

質
問
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ワ
ク
ワ
ク

し
ま
し
た
。
全
体
的
に
わ
か
り
や
す

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
来
る
市
役

所
か
ら
出
か
け
る
市
役
所
へ
」
い
い

で
す
ね
。

尾
花
沢
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知

る
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た
で
す
。

尾
花
沢
を
よ
り
良
い
市
に
し
て
く
だ

さ
い
。

議
員
の
意
見
が
、
な
か
な
か
市
政

に
反
映
さ
れ
な
い
様
子
が
理
解
で
き

ま
し
た
。
も
う
少
し
、
議
員
と
行
政

側
が
可
能
な
限
り
、
尾
花
沢
市
を
よ

く
す
る
方
向
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

議
会
を
傍
聴
し
て
、
議
員
の
皆
様

が
尾
花
沢
市
の
こ
と
を
良
く
考
え
て

く
れ
て
い
て
、
質
問
の
受
け
答
え
も

自
分
の
目
で
見
た
現
在
の
様
子
な
ど

を
話
し
て
い
て
、
こ
れ
か
ら
も
尾
花

沢
を
守
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
し
た
。
議
会
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
配
信
で
観
た
り
、
議
会
だ
よ
り
、

山
形
新
聞
な
ど
で
知
る
機
会
は
い
ろ

い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
が

ど
の
程
度
、
市
民
に
伝
わ
っ
て
い
る

か
な
と
思
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

(自
分
も
そ
の
一
人
で
す
が
。)

住
居
表
示
の
変
更
を

住
居
表
示
の
変
更
を

利
便
性
を
考
慮
し
適
切
に
判
断
す
る

利
便
性
を
考
慮
し
適
切
に
判
断
す
る
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広域組合議会の報告広域組合議会の報告広域組合議会の報告

12
月
18
日
︑
組
合
議
場
に
て
12
月
臨
時
議
会
を

開
催
し
︑
一
般
会
計
補
正
予
算
１
案
件
を
承
認
し
︑

任
期
満
了
に
伴
う
監
査
委
員
に
小
玉
勇
議
員
を
選

任
し
ま
し
た
︒

ま
た
︑
副
議
長
に
村
形
昌
一
議
員
︑
議
会
運
営

委
員
会
副
委
員
長
に
川
﨑
義
治
議
員
︑
水
道
常
任

員
会
委
員
長
に
芳
賀
清
議
員
︑
衛
生
常
任
委
員
会

副
委
員
長
に
川
﨑
義
治
議
員
を
各
委
員
会
に
て
選

ば
れ
ま
し
た
︒

︽
主
な
補
正
内
容
︾

○
議
会
文
書
共
有
会
議
シ
ス
テ
ム
導
入31

万
９
千
円

○
タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入

134
万
１
千
円

○
給
与
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修

33
万
円

○
令
和
８
年
度
ご
み
焼
却
施
設
維
持
管
理
補
修
工

事
費
債
務
負
担
行
為

１
億
９
１
４
０
万
円

尾
花
沢
市
大
石
田
町

環
境
衛
生
事
業
組
合
議
会

12
月
18
日
︑
令
和
７
年
度
第
３
回
臨
時
議
会
が

開
催
さ
れ
︑
本
市
の
村
松
教
育
長
が
組
合
議
会
の

教
育
委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
︒
議
会
終
了
後
に

教
育
賞
︑
教
育
奨
励
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
︑
令

和
６
年
度
全
国
自
作
視
聴
覚
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞

の
宮
沢
小
学
校
︵
令
和
６
年
度
５
年
生
︶
が
奨
励

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
︒

１

北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会
は
︑
第
３
回
定

例
会
を
12
月
24
日
︑
東
根
市
議
場
で
開
催
し
︑

令
和
７
年
度
事
業
会
計
補
正
予
算
や
病
院
一

般
職
の
給
与
条
例
改
正
な
ど
４
議
案
を
原
案

通
り
可
決
し
︑
閉
会
し
ま
し
た
︒

２

概

要
事
業
会
計
補
正
予
算
は
︑
上
半
期
(４
～

９
月
)の
実
績
を
踏
ま
え
︑
年
間
見
込
み
の

外
来
患
者
数
を
２
４
２
０
人
増
の
９
６
８
０

０
人
に
上
方
修
正
す
る
︒
患
者
数
増
な
ど
に

よ
り
︑
事
業
収
益
は
１
億
６
４
８
７
万
円
増

の
58
億
７
６
０
７
万
円
︑
薬
品
費
増
な
ど
で
︑

事
業
費
用
は
１
億
６
８
８
５
万
円
増
の
62
億

６
５
５
８
万
円
に
補
正
し
ま
し
た
︒

空
席
の
副
議
長
に
︑
細
矢
清
隆
村
山
市
議

会
議
長
を
新
任
し
ま
し
た
︒

※

定
例
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
全
員
協
議
会

に
お
い
て
︑
建
て
替
え
が
検
討
さ
れ
て
い
る

北
村
山
公
立
病
院
に
関
し
︑
同
病
院
組
合
は
︑

新
病
院
建
設
に
向
け
た
基
本
計
画
の
策
定
作

業
を
中
断
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
︒

北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

令
和
７
年
度
第
３
回
組
合
議
会
臨
時
会

校舎が小・中一体型ではない状態で、全国が

注目する小中一貫教育を展開している諏訪町を

視察しました。少子化で同年齢の“横”のつなが

りが希薄化する中、小〜中学生の異年齢による

“縦”のつながりで子どもたちの絆を構築し、進

学時のつまずきの軽減や、一人の児童・生徒を

より多くの先生が関わり、成長を見守る体制な

どを学びました。

“横”から“縦”へ 新たな学校教育の可能性 「のらっしゃい」の未来を先取り

今年度から実証運行を開始した本市のAI乗合

デマンド交通「のらっしゃい」が今後直面する

課題とその解決策を先取りするため、先進地で

ある茅野市と長野市を視察しました。「目の前

の需要に対応するのではなく、将来需要を見据

えて先に供給を整える」という方針で、強力か

つ柔軟に事業を進める姿勢が印象的でした。

移住者確保政策のヒントを得るため、令和6

年まで人口・移住者が増え続けている南箕輪村

を視察しました。開口一番、「移住者向けの政

策は何もしておりません」の一言から説明が始

まり、衝撃を受けました。“今住んでいる人を

いかに豊かにし、住みよい環境を整えるか”に

振り切った政策を展開した結果、転出の防止と

“住民を大切にする村”という口コミが広がり、

増加したのではないかと推察できました。

移住政策ゼロ⁉ 人口が増え続ける村

視察の詳細は、年度末に市HPで公表予定の報告書

をご参照ください。 副委員長 土屋 範晃

制限時間いっぱい、質疑応答の嵐

総務文教
常任委員会

尾花沢市の未来を先取り！

長野県の４自治体を調査 11/19〜21

出生前から若者期まで支える子育て施策

東海村では、出生前妊娠から18歳まで切れ目

なく子育てを継続して支援しています。令和７

年10月下旬に『こども・わかもの応援給付金』

として、概ね６歳〜18歳までを対象に一人当た

り６万円を支給されており、子育ての充実度が

うかがえます。

産業厚生
常任委員会

子育て、健康、農業の支援充実に向けて！

茨城県の３自治体を調査11/12〜14

茨城県の東海村、常総市、水戸市の行政調査の概要

を紹介いたします。 委員長 菅野 喜昭

常総市において、「アグリサイエンスバレー

整備事業」を調査しました。民間建設会社が主

体となり市と連携して、地域全体で農業の６次

産業化をめざす取り組みです。首都圏へ60分ほ

どと立地条件も良好で、活気のある成功事例を

学びました。

行政×建設会社で農業の６次産業化に成功

水戸市では、健康づくり施策について調査を

実施しました。令和２年４月１日に『元気な明

日を目指す健康都市』を宣言し、７つの取り組

みを示し、その達成のため『健康づくりガイド

ブック・みと』(健康宣言カレンダー付)を各世

帯に配布して、健康の徹底を図っておりました。

7つの取組で進める健康づくり施策を調査

北
村
山
公
立
病
院
組
合
議
会

作品名「尾花沢にほこる５流派〜花笠誕生と関わり〜」
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